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81.に掲載  
【目  的】  
尿所見異常は総死亡および末期腎不全の危険因子である。蛋白尿は癌患者で
有意に死亡率と関連することが示されているが、癌患者における血尿の臨床的
意義は十分に解明されていない。我々は、非ホジキンリンパ腫患者に対して以
下３点について後ろ向きコホート研究を行った：（ 1）血尿の有病率、（ 2）血尿
の関連因子、（ 3）血尿や蛋白尿と総死亡との関連性。  
【対象および方法】  
2010 年から 2015 年までの 547 名のリンパ腫患者から包含基準を満たした 294
名の非ホジキンリンパ腫患者が本研究に登録された。対象患者全員の血液およ
び尿検査が収集され、血尿や蛋白尿の有病率を調査した。多変量ロジスティッ
ク回帰分析にて、血尿および蛋白尿に関連する因子を解析した。 血尿と死亡ま
での時間との関連性は、カプランマイヤー法を用いて解析し、ログランク検定
を用いて統計学的有意差を評価した。総死亡率と血尿との関連性は、コックス
比例ハザード回帰モデルで解析した。  
【結  果】  
非ホジキンリンパ腫患者における血尿、血尿単独および蛋白尿付随の血尿有
病率は 16.7％、 11.6％および 5.1％であった。血尿の関連因子を多変量ロジス
ティック回帰分析で解析したところ、血清 CRP(C-reactive protein)値が最も
有意な関連因子であった。総死亡に対する血尿の影響として、累積死亡率は血
尿単独（ 51.1％）、蛋白尿単独（ 47.1％）、およびその両方（ 66.7％）で有意に
高かった。全死亡率と血尿との関連性は、血尿単独および蛋白尿付随の血尿で
有意であった。  
【考  察】  
本研究では、血尿は非ホジキンリンパ腫患者における総死亡の危険因子であ
り、付随する蛋白尿は相乗的に死亡のリスクを増加させた。 CRP は血尿および
蛋白尿と有意に関連し、腎臓への構造的損傷が全身性炎症によって惹起される
ことが示唆された。癌患者では慢性炎症をきたし、尿所見異常や腎機能低下、
その他の合併症と関連している。血尿は全身性炎症によって引き起こされる可
能性があり、メカニズムとして全身性炎症が毛細血管内皮細胞やメサンジウム
細胞の障害を引き起こし、血尿や蛋白尿を引き起こすと考えられる。また、炎
症および酸化ストレスは、動脈内膜やメサンギウム領域へのマクロファージ浸
潤を促進し、マクロファージ浸潤は炎症後の線維化に関連して動脈硬化の中心
的な役割を果たす。動脈硬化と慢性炎症が血尿の発症に関連していると推測さ
れているため、全身性炎症によって活性化された免疫細胞の腎臓への遊走は、
腎組織における局所炎症を悪化させ、血尿および蛋白尿を誘発する毛細血管内
皮細胞およびメサンジウム細胞障害を惹起しうる。  
【結  論】  
本研究では、非ホジキンリンパ腫患者における血尿は、全身性炎症による腎
損傷に起因することが示唆された。血尿単独または蛋白尿の合併は非ホジキン
リンパ腫患者の生命予後不良に関与する。  
